
１。

（Ａ）。次の□にあてはまる答えを解答欄に記入せよ。

（１）∠Ａが直角，辺ＢＣの長さが１の直角二等辺三角形ＡＢＣがある。ＢＣ上
に，頂点と異なる２点Ｐ，Ｑを∠ＢＡＰ＝∠ＰＡＱ＝∠ＱＡＣをみたすよう
にとると，ＰＱの長さの値は「てラう¬である。

（２）ｎを２以上の自然数とする。ｎ個のさいころを同時に投げて，出た目の
最 大 値 を Ｘ ， 最 小 値 を ｙ と す る 。 ７ １ ＝ ３ の と き ， Ｘ ＝ ３ か つ ｙ ＝ ２
となる確率は「マフｙ‾１である。

一般のｎ万に対し，ｘ-ｙ＝１となる確率をｎ万を用いて表すと［：ＸΞＸ］

である。

（３）３次方程式Ｊ３十に２十（２十√ｙ）Ｊ十＆＝ｏの１つの解尤バ√Ｅｉ‾４ミ√Ｒ- - - ｗ ・ ＝ ’ ミ ’ Ｉ ” ” Ｉ Ｘ ‾ ｌ ｙ ‾ ｒ ‾ Ｉ ‾ ‾ ’ ‾ ″ ‘ ” ” ２

で あ る と き ， 実 数 の 定 数 α ， ゎ ｜ の 値 を 求 め る と ａ ＝ 「 Ｆ Ｊ Ｅ ｙ ‾ １ ， ゎ ｜ ＝ ［ Ｘ ］ 万 工 ］

で あ る 。 た だ し ， バ ま 虚 数 単 位 と す る 。 ま た ， こ の 方 程 式 の 他 の ２ つ の 解

をａ，βとし，ａｌｏ十β１ｏの値を求めると，ａｌｏ十βｌｏ＝「ｐ５」‾‾１である。

（Ｂ）。次の命題①，②が成り立つことを解答欄に証明せよ。

２ｎ，２ｎ＋１（ｎは整数）と表される整数を，順に偶数，奇数という。
集合ｊをｙ１＝佃２-１白ａ，いま整数｝と定める。

命題①「すべての奇数はｙ１の要素である」

ｍを偶数とする。

命題②「ｍが４の倍数であることは，ｍがｊの要素であるための
必要十分条件である」

- １ - ◇Ｍ２（１６０一２２）



２。１はＯ＜ｔ＜１をみたす定数とする。卯平面上に長さが１の線分ＰＱが
ある。点ＰはＪ軸上を動き，点Ｑは！／軸上を動くとき，線分ＰＱをｔ：１-Ｍこ
内分する点の軌跡をＣとする。
このとき，次の問いに答えよ。

（１）曲線Ｃの方程式をｔを用いて表せ。

（２）点Ａ（一子，づ互）からＣにひいた２本の接線が直交するようなｔの値
を求めたい。

（ｉ）条件をみたす２本の接線の一方カ埴線Ｊ＝一章となることはない。
その理由を述べよ。

（ｉｉバの値を求めよ。

-

２ - ◇Ｍ２（１６０-２３）



３．ｎを正の整数の定数とする。座標空間内の８点Ｏ（０，０，０），Ａ（４ｎ，０，０），

Ｂ（４ｎ，４ｎ，０），Ｃ（０，４ｎ，０），Ｄ（０，０，４ｎ），Ｅ（４ｎ，０，４ｎ），Ｆ（４ｎ，４ｎ，４ｎ），

Ｇ（０，翻，翻）を頂点とする立方体ＯＡＢＣ-ＤＥＦＧの辺ＡＢ，ＢＣ，ＤＧ，ＤＥ上

に，それぞれ動点Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓがある。この４点Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓは，同一平面上に

あり，さらに四角形ＰＱＲＳがひし形になるように，いろいろと動く。
このとき，次の問いに答えよ。

（１）（ｉ）一般に，座標空間内の同一直線上にない異なる４点Ｊ，Ｋ，Ｌ，Ｍに→ 一
ついて，ＪＫ＝ＭＬが成り立つならばＪ，Ｋ，Ｌ，Ｍは同一平面上に

ある。その理由を述べよ。

（ｉｉ）点Ｐの座標を（４ｎ，ｐ，０）（ただしＯ≦ｐ≦如）とする。四角形ＰＱＲＳ
がひし形であるときのＱ，Ｒ，Ｓの座標をｎとｐを用いて表せ。

（２）四角形ＰＱＲＳの面積を最小にするようなＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓの座標をｎを用いて
表せ。

（３）（２）で求めたＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓを考える。Ｏから４点Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓを通る平面に
垂 線 を ひ き ， 交 点 を Ｈ と す る 。 頂 点 を ０ ， 底 面 を 四 角 形 Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ と す る

四角錐Ｏ-ＰＱＲＳを垂線ＯＨのまわりに１回転してできる立体の体積Ｆ（ｎ）

をｎを用いて表せ。

㈲（３）で求めたｎの関数Ｆ（ｎ）を用いた数列

ａん 一

一 バ １
Ｆ（だ＋１）

の 極 限 値 ｌ ｉ ｍ 収 を 求 め よ 。
ん→（Ｘ）

１
Ｆ（Å；＋２）

-

３ -

ｉ 匹

（だ＝１，２，３・‥）

◇Ｍ２（１６０-２４）


